













































































(3) 日永祐治「交通における資本主義の発展』岩波書目， 1953年， 119頁。岡庭↑I，V- lif正Jli
の経営J i/:正文堂， 1972年 9頁。篠原防ー外 li/It述概説J i/正文堂， 1979年， 26頁。志i!t



















1867年(慶応 3)，アメリカのパシフイック・メイル社 Pacific Mail 











新政府は慶応 4年(1868) 2月3日，三職八局職制を定め I内国事務局J
によって「京畿庶務及ビ諸国ノ水陸運輸・駅路・関市・都城・港口・鎮台市
郵便汽船三菱会社に対する「無類保護評価」批判 5 











































































































の帯万を禁じ，平民の乗馬を許可し，戸籍法を布告(明治 4年 4月)， 華士
族平民間の通婚を許可(明治 4年 8月)，新紙幣を発行(明治 4年12月)し，


















































































































































オーオー会社 TheOccidental and Oriental Steam Navigation Company 











上海航路から駆逐して安堵する間もなく，今度は明治 9年 2月， 英国 Pen-

























































































































































(2) 海運興国史」海事葉報社， 1829年， 211頁。








(5) 宮本又次「日本政府郵便恭汽船会社についてJ Ii大阪大学経済学」第 9巻第 l号， 21 
:n。
(6) i正事実報社，前:t1:J書， 215ft。
(7) 同上 同上 211頁。
(8) 廻別会社の設立は三井組の献策によるといわれており，三井及び大阪・束京の豪商や













































(18) 戸田貞次郎『米国海運史要」大阪商船株式会社， 1939年， 130頁。
(19) 宮本又次，前掲書， 22頁及び志津田氏治『海事立法の発展』海文堂， 26頁。











(25) 海事実報社，前掲書， 217頁及び入交好怖，前拍書， 231頁。
(26) 宮本又次，前掲書， 28頁(新日本史第 1巻1120頁引用)。
(27) 入交好情，前f白書， 231頁及び富永祐治，前10st.103頁，大阪商船株式会社五十年史








(31) 戸田点次郎，前拘書130!1では1871年の 2年後，即ち明治 6年となる。但し伊藤1Eif
郎「米国海運育成に対する官民の努力」神戸海運集会所「海運」第83号4頁には1872年
の2年後，即ち明治 7年の事となっている。
(32) 脇村義太郎編， T~j拘吉，下巻， 217頁。
。3) 入交好情， jij掲書， 131頁。
(34) 脇村義太郎編， lÌ~拘苫，下巻， 218-219頁，及び日本郵船五十年史14頁。
(35) 脇村義太郎編，前掲吉，下巻， 220-22Hi。























































































































(2) 脇村義太郎編，前拍書，下巻. 465頁。 1H.し入交好併前掲書160頁 に よ れ ば 政 府 は
明治 5年より同14年にかけて約1500万円を投じ北海道の開拓を進めてきたが」とある。
(3) 脇村義太郎編，前拍手E，下巻. 470n。
(4) " " " 458-459頁。
(5) 入交好昨，前拍書. 154頁。
(6) 脇村義太郎編. Jij拘書，下巻. 470-473頁。
(7)" " 478-479頁。
(8) 入交好情，前掲書. 162-164頁。









































(イ) 第一命令書によって上海線路に助成金を得ることとなった明治 8年 9

































商船学校助成金(9年 6月迄の分) 8，750円 三菱杜より商船学校への差額補助






































































明11年 2，606，222 266，666 2，542，188 782，836 ム 452，136
12 2，859，726 280，500 2，369，447 201，547 268，347 300，885 
13 3，713，830 286，167 2，923，764 214，020 257，659 604，554 
14 4，627，523 280，997 3，965，809 227，357 269，088 446，266 
15 4，286，409 280，416 3，722，200 331，394 513，231 
16 3，255，123 278，200 3，280，073 356，553 ム 103，303
17 2，571，708 268，800 2，937，569 239，166 ム 336，227
18 1，781，078 201，402 2，155，945 ム 173，465
※ 資料は旗手勲『日本の財閥と三菱』楽j佐書房 26-27頁による。
但し，同上期間の土地家屋収入 58，423円，同支出 16，330円，雑収入 727，628円






















(8) 岩崎弥太郎・弥之助伝記編築会， Jl~.j白書，上巻， 125頁。
















































※ 旗手勲「日本の財閥と三菱.JJ26-27頁， 40-41頁。但し第 2表と同じ
〈土地家屋ほかの収入，費用は除いた。
(収入の部) (費用の部)
御用船収入 2，999，342円 海運費用 2，452，727円
荷物運賃 721，474 各船減価 331，850 
船客運賃 441，567 保険金 392，409 
その他 967 
ノj、計 4，163，350 費用合計 3，176，986 
助成金 262，700 
収入合計 4，426，050 差引利益 1，249，064 
(叩太郎伝」加6山れば山年内手は ) 















































































































































(9)" ""  231頁。














































































(3) 郵便汽船三菱会社 (明治 3年附 九十九商会
明治 5年 1月 三川商会
明治 6年 3月 三菱商会
明治 7年 4月 三菱蒸汽船会社









付助成 ①運航助成金 年額 250，000円
② 郵便物・官物委託
③海貝養成助成金 年額 15，000円



















(1) 明治10年 7月21日 120万円を50ヶ年賦で上納を請願(認可される)
42 















部 128，575円を 6分利引計算で上納したが，明治18年 2月には政府からの借
































































めJ i庫船に変しJ i脚船となしJ i曳船に転じJ i解撒し J i学校船とし」等


























































































































































(12) Hiド又次，前!lJl}， 14 fi。
(13) 脇村義太郎材ι前mtl;:，下巻， 517頁。
(14) ìiif'J~'S，i昨日干上， ij1lJ1!r-， 232・236Yし
(15) " 232Yi。
(1日 脇村義太郎~f~ ， iiH目立五下巻， 555 Ji。
(1i) 旗手勲，前拘吉，23Ji。
(18)"  "2 3 n，なお rlijlifil4年10月以降は，大山に代わった松方大蔵ljfl1によ
って借入金摂理の方針が同まり」とある。
(19) 坂本政良 r~~存児からの出発J ItE文社『町'望の仇跡.J 122-123頁。
(20) 坂本政良， )Ij-j山1;:，123Yl。
50 
(21) 坂本政良. iiH日書. 123頁。
(2) 脇村義太郎編， )Ìíj.j~書，下巻. 388-389頁。
(23) 岩崎弥太郎伝下巻563:貞によれば，太政官書記官長土方久元の言として r17年12月22







(24) 岩崎弥太郎・弥之助伝記制築会. )Iij拍者. J二巻. 235 -23611。
(25)" " 上巻. 234瓦。
(26) " 上巻， 235Il。
(27) 脇村義太郎制. Îìíj.j~吉，下巻. 18Hi - r日支tM国航海事業に|立jする報告書Jo
(28) 松本一郎，前拘書. 17頁。
(29) 脇村義太郎科ιfIij拍吉，上巻. 464n。
伽) 岩崎弥太郎・弥之助伝記制築会. lìíH~i!}，上巻. 2251'io 
(31) 脇村義太郎科ふ前.j~書，下巻. 192T(。
(32) H. O. r i正述の現状分析と将来凡通し J iuHJcrm業研究所「外国海事情報.JJNo. 661， 15 
頁 (MaritimeAsia， Singapore (Monthly) )。












。5) t~j.文堂. iIiH白書， J二巻， 117瓦0
(36) 海事誌報社. lij.j町立 227頁コ
。7) 脇村義太郎耐，前拍書，下巻， 495頁。
悦) 吉田正広制， ilj拘書， 71頁。
(39) 年J~誌報社. }ìíH~ m:， 229頁。
(40) 脇村義太郎制，前拍i!!=.下巻， 498瓦。
日1) 博文堂，前J品書，上巻， 298頁。
(42) 筆者とは，岩崎弥太郎・弥之助伝記制築会の中野忠明氏， iI:i. {I多は文学博土:~t情的t次氏
(岩崎弥之助伝上巻あとがき632頁による)。
(43) 岩崎弥太郎・弥之助伝記制築会， iIj柑書，上巻， 98頁。
